












寒剤を多少使 っているだけで特に低温 を目指 して研究 している訳で もありませんので、極
力辞退 したのですが、長谷 田先生の強 いお推めで自信 もないまま編集のお世話をお引き受け
ることになりま した。何卒 よろ しくお願いします。
この種の小冊子は数号で立ち消えになるのが普通ですが、本誌は、 きちんと年4回 のペー
スを守 り、内容的に も充実 して、商業誌か ら転載の希望が寄せ られて いるほ どです。 また、
国会図書館か ら国際標準逐次刊行物 として認め られ、検索等に利用するためのISSNO387
-4419という番号の割当ても受けました。そ して甑50記 念号の発行を区切 りに長谷田先
生か らバ トンタ ッチされた訳ですが、後記を書 くに及び、改めてその責任の重 さを痛感 する
次第です。 このユニークな小誌を絶やす ことな く、しか も皆様のお役に立つ ものに守 り育て
て行 くことがお引き受けした者の勤 めだ と思 っています。
幸 いに して、経験豊かな編集委 員が多数お られ ますので、皆で企画を練 り、独創的な研究
のもつ新鮮な息吹をお伝えするとともに研究者間の交流の場 とな るよう努力 して行きたいと
思います。新 しい研究の芽 も各所で着 々と育 っており、執筆をお願いできる方の層が大変に
厚いのも心強いか ぎりです。依頼を受 けたときは、お っくうが らずに、どうぞ研究の楽 しみ
を皆でわか ち合 うつ もりで御執筆下 さい。
編 集にあた っては、 これ までの方針を貫き、阪大のオ リジナルな研究を主眼に して、必ず
しも低温のみには とらわれず、 しか も他の分野の人にもわか り易いもの ということを心蟄け
るつ もりです 。まとま った研究だけでな く、新 しい着 想とか 、素朴な疑問な ど学会や他誌に
は出 しに くい事柄 もどしどし載 せたいと思いますので、どうぞお気軽に原稿をお寄せ下 さい
ます ようお願い申し上げ ます。
(櫛 田 孝 司)
お 断 り
「寒剤供給状況」は、通常4月 号に掲載 しておりましたが、先号が晦50記 念号 となったため、今号
に遅れて掲載いたしました。ご了承下さい。
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櫛 田 孝 司
大阪大学低温 センター










電子顕微鏡で電波を見る 工学部 裏 克己
超高圧電子顕飯鏡HU-3000の低温 ステージによる格子欠陥の研究
教養部 平田 光児













表 紙:ス トロボ走査電子顕微鏡 でみた動作中のGunnダイオー ド
(本文 玉ペ ージ参照)
